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自己紹介
2025-現在　株式会社タップル技術本部　リサーチサイエンティスト

2017-2025　株式会社サイバーエージェントAI事業本部 AILab シニアリサーチサイエンティスト


データ解析や機械学習モデル開発に従事

2006-2017 内閣府（経済財政部局、官房など）、2024-2025デジタル庁（政策ダッシュボード）

EBPMデータベースや保育所ダッシュボードなどEBPM関連のプロジェクトにも参画
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「保育所マッチングプロジェクト」

2021 2023 20242022

UTMD設立 CA・UTMD共同研究開始

利用調整システム 
ChilmAI提供開始

郡山市
きょうだい加点に関するルール
変更が実現

生成AI保活実証実験
佐賀市渋谷区

保育所マップ実証実験利用調整ルールの制度改
善が実現

多摩市

株式会社サイバーエージェント（CA）と東京大学マーケットデザインセンター（UTMD）による
待機児童解消を主眼とした共同研究プロジェクト

全国の自治体をフィールドにさまざまな社会実装プロジェクトを実施
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体制

株式会社サイバーエージェント AI Lab 東京大学マーケットデザインセンター（UTMD）

UTMDの技術的アドバイスをもとにサイバーエージェントAI Labの研究員が自治体との調整や実証
実験を実施

ERATOプロジェクトを率いる小島武仁教授と
2021年から共同研究

AI研究でNECやNTT、富士通に次ぐ日本４位の
研究力を擁する研究所
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実績

2022年9月福島民報 2023年8月日経新聞 弊社プレスリリース

福島県郡山市、東京都多摩市、東京都渋谷区などで制度改正や利用調整システムChilmAIの開発
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「AIと経済学でもっとよくなる保育政策」について
2010年代以降の保育政策に関する課題と政府の取り組みについて整理した第一部と、弊社と
UTMDが実施してきた社会実装プロジェクトを通じて課題解決の方向性を示す第二部で構成。

第Ⅰ部:　課題整理

第１章　保育政策の現在地

　待機児童問題から保育の質に至る保育政策の課題の変遷、こども家庭庁
創設など政府の取り組み
 

第２章　保育政策の現場のリアル

　保育サービスの特徴、待機児童が発生する要因、利用調整の理論的整理
 

第３章　自治体と一緒に保育現場を変える 
　UTMDとの共同研究に至る経緯など

第Ⅱ部：解決のためのAI/経済学アプローチ

第４章　情報を制する者は「保活」を制す

　生成AIや保育所マップなどを活用した保活支援（佐賀市・渋谷区） 
第５章　エビデンスに基づく公平な利用調整基準：きょうだい加点の事例 
　きょうだいの同所入所を促進するための指数調整（郡山市） 
第６章　正直者が損をしない保育所選びを実現する 
　保活が楽になる「耐戦略性」持つルールへの変更（多摩市） 
第７章　誰もが納得できるアルゴリズムを創る：マーケットデザインの最
前線 
　公平性や効率性を向上するためのアルゴリズム

第８章　ChilmAIにみる自治体システム開発の実践とデジタル公共財とし
ての未来 
　利用調整システムの開発と運用
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第一部のポイント①：マクロで見た保育政策
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安倍政権以降の受け皿拡大政策と待機児童減少

マクロで見た待機児童問題は解消
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年度途中の入所はいまだに難しい

年度途中での待機児童
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保留児童の数は減少していない
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第一部のポイント②：利用調整ルールの課題
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マッチング理論からみると入所申し込みルールには問題が多い

転園を禁止するルール
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賃金格差をもたらす公定価格の地域間格差
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公定価格の不思議なルール
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第二部のポイント①：保護者への情報介入（渋谷区・佐賀市）
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実際の画面（保育所マップ）
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実際の画面（入りやすいマップ）
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実際の画面
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実験設定
実験参加者は渋谷区職員とサイバーエージェント社員から希望者

渋谷区在住（かつて住んでいたも含む）かつ保育所利用者（予定者も含む）
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実験設定
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実験設定
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実験設定
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実験設定
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結果：希望した保育所の数
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結果：家から最も近い距離にある保育所を希望
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結果：十分情報を得た保護者の割合

通常
入りやすい
保育所マップ
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結果：合格したら入所する割合

通常
入りやすい
保育所マップ
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推定されるインパクト

得られた希望保育所のデータを用いて、実際にど
の保育所に割り当てられたかをシミュレーション
実験を実施。

情報システムを導入することで待機児童の割合が
７％ポイントから6％ポイント減少することが示唆
された。
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第二部のポイント②：きょうだい同所入所の制度改正（郡山市）
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待機児童数はピーク時の2万6千人超から1/10以下に 「量の確保」から「質の転換期」へ

取組の背景

待機児童をゼロにする

子育て負担の軽減

幼児教育

虐待・不適切保育対策

デジタル庁・こども家庭庁「保育の提供体制に関するダッシュボード」

36



特定園希望が保留児童のマジョリティに

根深い保留児童問題
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「保留児童」の問題

待機児童が減少する中注目されているのが保留児童
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「保留児童」の問題

保留児童の要因は、アクセス、保育方針、きょうだい児

出典：横浜市 39



きょうだいありの希望の書き方

https://www.city.kawasaki.jp/450/cmsfiles/contents/0000153/153863/04-1hoikusyosinnsei-PDF.pdf
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きょうだいありの保留児童の特徴

きょうだいがすでに保育所に在園している
場合、申請園数が少なくなる傾向にある。
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出典：横浜市

きょうだいありの保留児童の特徴

在園や同時申請以外でもきょうだいがいる児童の保護者は希望する園が少ない
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利用調整の仕組み 複雑な条件を1次元の序列にマッピングする指数

利用調整の実務

江東区 43



利用調整の難点：きょうだい問題

きょうだいで保育所利用する場合、多くは同所を希望するが・・・、

指数１位 指数２位

0歳：１枠






３歳：１枠

きょうだい

同所希望だと入所できない事が多い。

0歳：１枠






３歳：１枠

指数１位 指数２位

きょうだい
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別所入所がもたらした悲劇 多くの自治体で課題感

深刻な「きょうだい同所入所」問題

大阪府岸和田市で昨年11月、乗用車内に取り残された女児（当時2）が
熱中症で死亡した事案で、大阪府警は6日、女児を保育所に送り届ける
予定だった父親（34）を重過失致死の疑いで大阪地検岸和田支部に書類
送検した。父親は「自分の責任です」と容疑を認めているという。府警
は地検に、寛大な処分を求めた。

車内で長時間置き去りか、2歳女児死亡　 父親「保育所に送り忘れ
た」

「誰にも起きうる」子の車内置き去り　 夏ではなくても熱中症の危
険


　 死亡したのは、同市の渕上惺愛（せいら）さん。3人姉妹の次女で、
両親と5人暮らしだった。捜査1課によると、父親は昨年11月12日午前7
時45分ごろ、乗用車に3姉妹を乗せて自宅を出発した。長女と三女を認
定こども園に預けた後、次女を別の保育所に送り届けるのを失念して帰
宅。次女を預けたと思い込み、車内を十分に確認せずに車から降り、次
女を約9時間にわたって放置して熱中症で死亡させた疑いがある。

朝日新聞「車内取り残し2歳児死亡、父を書類送検　 心理的負荷で「失念」と識者」

東京新聞
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http://www.asahi.com/area/osaka/
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%B2%B8%E5%92%8C%E7%94%B0%E5%B8%82.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%BA%9C%E8%AD%A6.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%9C%B0%E6%A4%9C.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%B2%B8%E5%92%8C%E7%94%B0.html
https://www.asahi.com/articles/ASQCF4QK9QCFPTIL001.html?iref=pc_ss_date_article&iref=pc_extlink
https://www.asahi.com/articles/ASQCF4QK9QCFPTIL001.html?iref=pc_ss_date_article&iref=pc_extlink
https://www.asahi.com/articles/ASQCG74RFQCGPTIL01Z.html?iref=pc_ss_date_article&iref=pc_extlink
https://www.asahi.com/articles/ASQCG74RFQCGPTIL01Z.html?iref=pc_ss_date_article&iref=pc_extlink
https://www.asahi.com/topics/word/%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E5%9C%92.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E5%9C%92.html


きょうだい同所だと入所率が低い単独申し込み（緑）

入
所
率

利用調整指数（優先度） 高低

きょうだい同所（黄）

郡山市における実データ
利用調整指数が同一でも同所希望していると入所率が低くなる
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シミュレーションによる最適加点の探索

シミュレーションの手法 結果

きょうだいで希望する場合の点数をどの程度加算すれ
ば単独申込みと同等になるかシミュレーションを実施
きょうだいで希望する場合の点数をどの程度加算すれ
ば単独申込みと同等になるかシミュレーションを実施
きょうだいで希望する場合の点数をどの程度加算すれ
ば単独申込みと同等になるかシミュレーションを実施

180点程度の加点で格差が消失
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制度変更の実施

地元紙でも取り上げ
双子・３つ子や、すでに保育所に通っている上の子がいる場合についても加
点を調整し、制度改正を実施
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第二部のポイント③：希望順ルールの撤廃（多摩市）
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希望順ルールがあると保護者の行動は戦略的に

希望順位ルールの例

本来行きたい順に書くべきところを戦略的な希望を書く例
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希望順ルール撤廃によって保護者の行動は変化

希望順ルールを削除することで満足度の向上の可能性
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第二部のポイント④：利用調整システムの構築（郡山市）
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既存のマッチングアルゴリズムでは保育所の利用調整は理論的に不可能

従来の考え方 新しい考え方

利用調整は空いている枠に各児童を割り当てる作業

利用調整は各世帯ごとに組み合わせを考慮しつつ空
いている複数の枠に児童を当てはめる作業

新しいアルゴリズムを開発
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新しいアルゴリズム

兄弟の同所問題を考慮した安定マッチングを考えるために、以下のような概念を導入。

家族合理性

ある家族（先ほどの例だとAの兄弟やB、C）にとって、マッチング結果μが初期状態ωと同等かそ
れ以上である。



ブロッキング連合

ある家族がブロッキング連合を形成するとは

ある家族が今の割り当てμ（f)よりも良い割り当てがある。

その割り当てにする時に、優先順位がその家族の児童たちよりも高い児童たちを追い出さなく
ても割り当てることができる。



非浪費性

ある家族にとってより良い枠が余っていない。



家族合理性、ブロッキング連合がない、非浪費性が満たされている=安定マッチングのなかで最大のマッチ
ング数をもたらす割り当てを計算
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新しく開発したアルゴリズム（CP）は、従来よりマッチ
数を増加させ、公平性が破綻していることを示すブロッキ
ングペアも０に

エクセルシートをインポートするだけでマッチングから分
析まで実施できるChilmAI

新しいアルゴリズムの性能は十分
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福島県郡山市で稼働

61



今後の展望

利用調整ルールの改善

デジタル公共財としての利用調整システム

転園禁止や希望保育所数の制限など問題のあるルールの見直し

きょうだい同所のための指数調整や希望順ルールの廃止など利用調整基準の改善

障害児受け入れを促進するためのルール


一部自治体で障害児受け入れを拒否すると健常児も含めて割り当てしないというルール

需要に応じて年齢別定員を変更するアルゴリズムの検討

弊社開発のアルゴリズム（GitHubや論文にて公開）の活用による利用調整システムの普
及・改善

GitHub: https://github.com/CyberAgentAILab/DaycareCP
論文紹介：https://cyberagent.ai/blog/research/publication_review/18396/
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